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地域の一般住民における高血圧の認識・治療・コントロール
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目的　地域の一般住民における高血圧者の割合，および高血圧者における高血圧の認識のある

者，高血圧治療中の者，血圧が良好にコントロールされている者の割合（それぞれ，認識，

治療，コントロールの割合）のすべてを検討する。

方法　デザイン：JMSコホート研究のベースラインデータを用いた横断研究。設定：8県の12町

村。対象者：1992年から1995年に各地区における老人保健法に基づく健診受診者（受診率

62.7％）。主要測定項目：血圧値（朝，オシロメトリック式自動血圧計（日本コーリン社製

BP203RV-Ⅱ）を用い座位5分安静後に1回測定），自記式質問票にょる高血圧の既往歴。

結果　解析対象者は11,302人（男性4,415人，女性6,887人）であり，平均（標準偏差）年齢は男

性55 (12）歳，女性55（11）歳，血圧値の平均は男性131(21)/79(12) mmHg，女性128(21)/

76(12) mmHgであった。高血圧者（収縮期血圧140 mmHg以上または拡張期血圧90 mmHg

以上，または高血圧治療中）の割合は男性37％，女性33％であった。高血圧者における認識

（治療中または既往有り），治療，コントロール（治療中で，収縮期血圧＜140 mmHgかつ

拡張期血圧＜90 mmHg）の割合は，それぞれ男性では39％，27％，10％，女性では46％，

38％，13％であった。

結諭　対象集団の約1/3が高血圧であり，高血圧者における認識，治療，コントロールの割合は

それぞれ43％，34％，12％であった。高血圧者におけるコントロールの割合は測定バイアス

を考慮しても半数未満であった。対象地域における高血圧対策のためには，高血圧の認識，

治療，コントロールのいずれの割合も改善する必要がある。

Key words : 疫学調査，高血圧，有病率，認識，治療，コントロール




















	48_10_0827.pdf
	page1




